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柏崎市　丘江遺跡 (１４次 )　遺物展示会資料

令和８年９月１２日（土）

柏崎市茨目三丁目　丘江遺跡発掘調査事務所

公益財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

おかえ

1　遺跡の概要

4　調査区③

5　今回の調査で出土した遺物

第 14次調査区の空撮写真（西から撮影）

　丘江遺跡は柏崎平野の中央に位置し、鯖石川左岸の微高地上（標高６～７m）に広がっています。国道８号

柏崎バイパス事業に関連して長年発掘調査が行われてきましたが、今回の調査でとうとう最終段階を迎えま

した。遺跡の主体時期は中世の鎌倉時代から室町時代（１３世紀～１５世紀）で、第１４次調査区はその頃

の集落であったと考えられます。丘江遺跡では大きく分けて南側の居住域（建物跡・井戸・土坑などで構成）

と北側の生産域（水田）が把握されています。また近年注目された「金箔が押された木製塔婆」や石造物を

利用した階段状施設などもみつかっています。この他、主体時期以外の出土遺物に縄文時代後期・弥生時代

後期・古代（９世紀）・近世（１６世紀末以降）があり、長期にわたって人々の痕跡が確認されました。集落

の近くには同時期の仏堂や墓跡がみつかった田塚山遺跡群と小児石遺跡があります。遺跡は越後国鵜河荘安

田条内に位置し、安田条を支配していた安田毛利氏との勢力関係が注目されます。

　今年度は中世集落域の一部を調査し、調査区①～③区（仮称）に分かれます。各調査区では掘立柱建物・ピ

ット・土坑・井戸・溝がみつかっています。調査区①と調査区②では集落内を区画すると思われる溝と多数の

井戸があります。調査区③では川跡と多数の杭が伴う溝がみつかりました。

川跡の断面
溝に打たれた杭

　今年度の調査で出土した遺物は、縄文時代・古代・中世・近世のものがあります。縄文時代の遺物は磨製

石斧が１点だけ出土していますが、混入品とみられます。古代の遺物は須恵器が少量ながら調査区③の川跡

から出土しています。最も多く出土した遺物は中世のもので、土器と木製品です。土器は素焼きの土師質土

器、能登産の珠洲焼、中国

産の青磁などがあり、１４

・１５世紀が中心と考えら

れます。木製品は井戸から

多く出土しており、漆器・

下駄・箸・曲物など様々な

種類があります。また、火

を起こす道具である火きり

臼もあります。近世の遺物

は肥前産の陶磁器が主です。
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